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「新興市場から空売り候補銘柄を探す」
JP法研究会 富士栄

7/19からマザーズ指数の先物が取引出来るようになります。

日経平均同様に、先物主導でＸＸＸＸというニュースが出るかもしれません。

1990 年から始まったバブル崩壊の１つの要因として、日経平均先物が導入され、売りを
浴びせられたから、とも言われています。

そこで今回は、マザーズ銘柄から空売り候補を探したいと思います。

「絞り込み検索」を使います。

■手順

６１．検索対象銘柄選択

貸借銘柄を選択します。
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４５．上場区分

マザーズにチェックを入れます。

※ここまでの作業でマザーズ市場に属する銘柄が選別されました。

次に直近で下を向いた銘柄をスクリーニングします。

この検索は色々やり方がありますが、今回はハイローバンドを使います。
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３５．ハイローバンド検索

検索が終わったら、「８０．検索結果」をみます。

５銘柄合格してきました。

７／８の空売り候補は、上記５銘柄となります。

こういった検索を７／１９以降、マザーズ指数が崩れたタイミングでするのはいかがで
しょうか。
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下落（上昇）すると指数に占めるインパクトが大きい銘柄のスクリーニング

６１．検索対象銘柄選択

その他・地方上場

４５．上場区分
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ここまでで、マザーズ市場の全銘柄が残ります。

続けて、

７６．業績相場欄計算を実行します。

７７．業績相場欄表示

時価総額の大きい順に並び替える 「降順」→「時価総額」
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50,000,000以下は、ドラッグし削除します。

上位８銘柄となります。

この状態を書き込みます。 「書込」をクリックします。

「はい」をクリックします。

再び、８０．検索結果を見ます。

時価総額の大きい順で書き込まれています。

これらの銘柄が動意付くと、マザーズ指数に大きな影響があります。


